






大多喜城にて

　本年度の石岡支部の視察研修は、3月9日㈰に
千葉県長南町笠森寺と大多喜町の街並みを16名
で見学してきました。

　笠森寺は、国の天然記念物に指定された自然

林の中にあり、大岩の上にそびえる観音堂は、61
本の柱で支えられた四方縣造りと呼ばれる構造

で、日本で唯一の特異な建築様式であり国の重

要文化財です。現在の建物は文禄年間（1592～

1595年）の再建とされ、75段の階段を上がった
回廊からは、房総の山々を眼下に眺めることがで

き、その景観は一見に価します。

　いすみ鉄道や大多喜城で有名な大多喜町は、

徳川四天王の一人本多忠勝が築城した歴史を

持ったまちです。江戸時代から変わらぬ城下町の

たたずまいを残す建物が点在しています。

　当日は、大多喜町・城下町案内人（陣笠に陣

羽織袴姿）と案内人勉強中という女性二人と一緒

に約2時間街中を歩きました。江戸時代の豪商、
渡辺家（国指定重要文化財）や町役場（1959年日

本建築学会賞、2013年ユネスコアジア太平洋遺産賞）、

大多喜小学校（1997年千葉県建築文化賞）などを

支部報告 石岡支部 石岡支部歴史遺産調査委員会　島田 哲

日本で唯一の建築様式「四方縣造り」を訪ねて、
千葉県長南町の「笠森寺」へ。

見学してきました。

　大多喜町は平成12年度より「まちなか整備事
業」が始まり、まちの角々にポケットパークが整備

され、道案内の標識看板が昔風に統一されていま

す。ハード・ソフト両面とも外から来た人を温かく

迎え入れてくれる、親切なおもてなしを感じました。

大多喜町の渡辺家（国指定重要文化財）にて

笠森寺にて
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　日立支部として、4月6日㈰に行われた『さくらロー

ドレース』に参加しました。

　『さくらロードレース』は、親子1.8km・5km・

10km・ハーフマラソンと種目も多く、自分の力量（やる

気？）で距離を選択できるため、かなり参加しやすい大

会です。今年は、ちょうど桜が満開であったため、ス

タート直後は、満開の桜並木の下を気持ちよく走るこ

とができました。

　じつは、日立支部での参加は3年ぶりとなってしま

いました。近年のマラソンブームにより、参加人数が

多くなってしまい、人数制限により、エントリーできな

かったのです。

　今回は、5km─3名、10km─1名、ハーフ─1名と、

計5名の参加でしたが、皆それぞれのペースで楽しみ

ました。走っていると、個人個人でそれぞれに楽しみ

方が違うものだと解ります。一生懸命に辛そうに走っ

ている人、にこやかに散歩でもしているような人、記

念写真を撮りながらの人、仮装している人までいました。

　建物の好みも人それぞれのように、「私たちの仕事と

も、共通するものがあるな！」とか、ときおりまじめに

考えながら走って、ゴールまでたどり着きました。何回

走っても、ゴールの瞬間はいいものですよ。皆さんも

機会があれば、ちょっと勇気をだしてチャレンジしてみ

てください。

ゴールの瞬間はいつでも最高です!!
支部の仲間5名で「さくらロードレース」に参加。

支部報告 日立支部 日立支部　荒木 達成

10km完走！
（石黒幸喜）

5km完走！
（鈴木静児）

5km完走！
（白石国寛）

ハーフ完走！
（荒木達成）

5km完走！
（生田目昇）
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　「旧真壁町の震災で壊れた文化財建造物をみんなの

力で直しませんか？」と題して、桜川市真壁地区の旧高

久邸にて、「くらづくり応援隊ワークショップ」が開催さ

れました。参加者は、小山工業高等専門学校建築学

科及び真壁高校の学生・生徒のみなさん、地域の小

学生、地元の工務店、桜川市役所のみなさん、そして

茨城県建築士会青年・女性委員のメンバーと、産学官

民にわたっての合同企画となりました。

第1回（2月）：竹割り、小舞掻き（ひな祭り開催中）

第2回（3月）：小舞掻き

第3回（5月）：小舞掻き

第4回（6月）：土壁塗り

の全4回行われ、この活動を通して、以下のような成

果があったのではないかと考えています。

○社会への建築士（会）のPR

　第1回をひな祭り開催中に行ったことにより、より多

くの一般の人 と々関わりが持つことができ、また広報

誌の表紙などに取り上げられ、地域での建築士活動

のアピールとなった。

○会員の専門知識の向上

　本来の目的である、伝統工法の学習・知識向上と

研鑽の場となった。

○活動を通しての交流・建築への興味

　学生や地域の子供たちとの活動により、将来職業

を選ぶ上での選択肢のひとつとして、建築士の魅力を

発信することができた。

○行政と同じ目標を持った活動

　地域づくりという同じ目標・目線を持った活動を意

識することができた。

　青年女性委員会では、このように、今残っている資

源を、資産として未来につないでいくことが大切である

と考え、引き続き企画をしていきたいと思います。皆さ

んの積極的な参加をお待ちしています。

桜川市の広報誌の
表紙になりました！

「くらづくり応援隊ワークショップ」開催
歴史的建造物を活かし、地域を生かす
桜川市真壁での取り組みから見えてくるもの

委員長／桜川支部

飯島 洋省
青年委

員会報
告

小舞下地に土壁を塗る。大人も子供も夢中で作業。
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ラブアークセミナー

「暮らしのデザイン展 in いばらき 2014」

　平成26年2月27日㈭水戸プラザホテルにて「暮
らしのデザイン展 inいばらき2014」が開催され、
ラブアークセミナーでは、特別講演会「新しい省

エネルギー基準における住宅設備のあり方につい

て」への参加と、展示見学会を行いました。

　講演会後の感想を、二つご紹介します。

　「具体的な認定申請方法、及び技術基準につ

いてもっと勉強したくなりました。（o）」
　「快適性を求めつつ、省エネルギー基準を満

たさなければならないことが説明されていて、良

かったと思います。これから設備を勉強しなけれ

ばいけないと思いました。（m.k）」
　展示見学会も活況で、テーマ展示「イマドキ親

子の暮らしと住まいの形と提案」の、子供部屋Ｂ

ＯＸ、お手伝いキッチン、LDKなど…またスマー
トハウス（エネファーム、エコウィル、蓄電池他）、最

新ガス機器、保安、天然ガス他、盛りだくさんで、

ホテルの豪華な絨毯と照明の中、コンランショッ

プの腕時計もいただき、大変勉強になった有意義

な一日でした。

県央支部

西平 裕子
女性委

員会報
告

水戸プラザホテルにて

展示見学会

セミナー風景
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　2月のわくわくセミナーは、「真の省エネ住宅
“パッシブハウス” を学ぼう」ということで、（一社）

パッシブハウス・ジャパンの代表理事である、森

みわ氏に講師をお願いしました。森氏は、ドイツ

やアイルランドでの勤務経験を通して省エネ住宅

を学び、日本におけるパッシブハウスの第一人者

として活躍されている方です。

　森氏のことを知ったのは約3年前。日本国内の
パッシブハウス第2弾として、石岡市にできた「茨
城パッシブハウス」の完成見学会＆講演会に参加

させてもらったときです。それから、何棟ものパッ

シブハウスを完成させた森氏のお話は、自信に満

ち溢れ、さらにパワフルになっていて、圧倒され

ました。

　特に印象に残ったのは、白くまの皮膚からヒン

トを得て作ったという外断熱用のパネルについて。

太陽高度の低い冬の時期だけ外壁のコンクリー

トに熱を伝え、夏の時期は、外断熱材として日射

を反射し、室内に熱を伝えないというものでした。

既製品にとらわれずに、まったく新しいものまで

開発してしまうなんて…と刺激を受けました。

　今回は55名の参加者でしたが、わくわくセミ
ナー史上最多人数と聞き、嬉しく思いました。事

務局を始めご参加いただいた皆様にも、準備や

片付け等お世話になり、本当にありがとうござい

ました。

土浦支部

赤木 香菜子
女性委

員会報
告

わくわく史上最多の55名が参加！

わくわくセミナー

「真の省エネ住宅 “パッシブハウス”を学ぼう」

森みわ先生森みわ先生

森先生の著書
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当日講義をされた講師の先生（今回は東京芸術大学教授 

上野勝久先生）に報告書をその場で添削していただけ

る！ という特典がつきます。

　さて地域の文化財について知識と実地体験を終えた

私たちですから、「さあ、明日から専門家としてみんな

を引っ張って」といかないのは、この世界が経験を必要

とするからですが、なによりちいさな文化財の大切さを

学んだヘリテージマネージャーが県内各地に確実に増

えているのは、喜ばしいことです。

　そしてぼんやりと、「見る」「発見する」「調べる」「守

る」がヘリテージ研修で学んだことだとすると、「使う」

「伝える」を付け加えて行動をしていくことが必要では

ないでしょうか。

調査野帳には驚くほどたくさんの情報が詰まっている

　2013年度ヘリテージマネージャー研修の後半はグ

ループ毎、実際に建物を「探し」「調べて」「発表する」

課題が出されます。

　それまで研修を通し得た歴史的建造物に関する知

識や問題意識がどの程度身に付いているかが試される

とともに、今後ヘリテージマネージャーとして地域の文

化財建造物やまちなみに関して “牽引役” となるための、

いわば卒業試験。

　そんな試験に私たちのグループが挑んだのは、存在

を知られていなかった海に近い高台に建つ元別荘とし

て使われていたたてもの。

　グループ内の大工さんが「親方から聞いて」というこ

とからして今回の研修にとってとても重要なことで、そ

んな些細な情報は地元でなくては漏れ落ちてしまう。

　ヘリテージマネージャーが地域の文化財を発見し、

守り、育てることを目標にしていくのならまさにこれこ

そヘリテージの仕事でしょう。

　たてものについての詳細は、個人所有ということも

あって詳しくは割愛しますが、実測や聞き取り調査をふ

まえて、じつにたくさんのことが判明しました。

　意外にもそこから100キロはなれた場所との関係が

明らかになったり、彼の地の関係者とコンタクトをとっ

たりたてものに歴史が重ねられていく場面に遭遇する

ことになります。

　結果は最終回にプレゼンテーションをするとともに

「ヘリテージマネージャー育成研修2013」体験記。

短期連載 第3回

かねてから歴史的建造物に深い愛情と情熱を寄せてきた情報・広報委員会の加藤 誠洋委員が、
「ヘリテージマネージャー育成研修2013」を受講し、研修の模様とその意義を3回にわたりお伝えします。

情報・広報委員がお伝えします！

  本   社  札幌市豊平区豊平４条９丁目2-18 北雄ビル          TEL 011-824-0111
東京営業所 東京都江東区亀戸８丁目２３番２号 やまとビル203   TEL 03-3636-1811
東茨城工場 茨城県小美玉市小岩戸 1796-19                     TEL 0299-48-0043
茨城営業所 茨城県小美玉市西郷地 1103                        TEL 0299-48-0043

杭基礎の専門メーカー

株式会社 北雄産業
HOKUYU
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―――― 本 　 　 　 　 社 ――――
〒310-0013 水 戸 市 若 宮1丁目 2 番 7 号
TEL（029）224-6361㈹　FAX（029）224-6504

―――― つ く ば 営 業 所 ――――
〒305-0061 つくば市稲荷前8-1布川ビル2F
TEL（029）856-8660㈹　FAX（029）856-8749

和知商事株式会社 ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・
太陽光発電・雨水貯留・屋上緑化・壁面緑化・インターロッキング・平板

URL　http://www.wachisyouji.co.jp
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建 築を息づかせるもの

有限会社
平井情報デザイン室
茨城県水戸市笠原町 600-17
朝日ビル 206  〒 310-0852
TEL 029-291-5899 ［担当：平井］

FAX 029-305-5257
n.hirai@info-design.co.jp

建築は、
● その存在を象徴するロゴやシンボルマーク
● 空間構成の伝達や導線を担うサインシステム
● そこでの活動を効果的に伝える各種メディア
などを得ることにより息づきはじめると私たちは考えます。

「わかりやすく、魅力的に」をモットーに。
私たちの仕事は、人と建築を結びます。
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特定建設業

　  熊田建設株式会社
　　代表取締役　　熊 田　昭 二

〒316 - 0001　日立市諏訪町1丁目12番26号
TEL：0294-33 -0360　　FAX：0294-35-0052
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サコー建設株式会社

代表取締役　迫　祥三郎

特定建設業

 〒 319-1541
本社 茨城県北茨城市磯原町磯原1931-7
 TEL  0293-42-1286　FAX  0293-43-3890

出張所 茨城県水戸市川又町269
 TEL  029-26-5910　FAX  029-269-5910

MSA-QS-2603 CM024

ISO9001

SAKOH
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総合建設業多賀土木株式会社

豊かさへのかけはし

品質保証の国際規格ＩＳＯ9001認証登録

代表取締役社長　　松　山　昭　彦
本　　社／日立市東多賀町　２－２－３

ＴＥＬ ０２９４（３６）０１１１
ＦＡＸ ０２９４（３２）００４０

高萩営業所・ひたちなか出張所
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豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　　ISO9001 認証

代表取締役社長　沢 畑 正 剛

本　社／日立市幸町 2-18-5　☎0294-22-2121㈹
支　店／水戸
営業所／いわき・北茨城・東海

日立土木株式会社

国土交通大臣許可　　　　第 713 号
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建築物の足もとを揺るぎない

ものにするための

「支持力」を提供します。

（営業品目）
パイル製品：高支持工法に対応　Fc=105N/mm２ Fc=123N/mm２シリーズ杭
　　　　　　（PHC　ST　SC　PRC　拡頭杭　節杭 ※厚型・特厚型も対応）
　　　　　　 PHC　ST　SC　DAM　BF（摩擦杭）その他
認 定 工 法：HYBRIDニーディング工法（α＝336 ～ 880 ※設計拡径比＝1.2 ～ 2.0）
　　　　　　　※引抜き方向支持力　業界初評価
　　　　　　SUPERニーディング工法（さらに支持力が大幅UP！α＝600）
　　　　　　SUPERDANK工法（中堀）α＝425
　　　　　　ニーディング工法　DANK工法（中堀）BFK工法
　　　※　設計のお手伝いもいたします。（是非お試しください）

http://www.m~sekisan.co.jp/

茨城営業所　茨城県水戸市大町３－１－26　TEL 029－221－7768
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 029－221－7749

豊かな技術で未来を創造する
パイル製品:　　高支持工法に対応 Fc=105N/ ㎜ ²　105N/ ㎜ ²厚型シリーズ杭（PHC　ST　PRC　拡頭杭　節杭）

　　　　　　　PHC　ST　SC　DAM　BF（摩擦杭）　その他

認定工法 :　　　SUPERニーディング工法（ さらに支持力が大幅 UP！　α＝600）

　　　　　　　 ニーディング工法　BFK工法　SUPERDANK工法

総合建設業
一級建築士事務所

本　社／日立市鹿島町3丁目5-2　TEL 0294-21-0067㈹
工　場／日立市東大沼町1-1-22

代表取締役　三　澤　俊　介一級建築士

選択の時代、住まいの個性化に挑む
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http:// homepage1.nifty.com/ishikai/

茨城県建築士会

筑西市立協和中学校（北東側より）


